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第１４８話 湯殿山信仰

　

そ
の
昔
、
三
山
詣
り
は
、
心
身

の
不
浄
を
払
い
、
白
装
束
に
身
を

固
め
た
行
ぎ
ょ
う

人に
ん

様さ
ま

と
し
て
参
拝
に
向

か
っ
た
の
で
す
が
、
大
高
持
や
商

家
の
相
続
者
と
な
る
男
子
が
、
１５

歳
に
達
す
る
と
初は
つ

詣ま
い

り
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
い
わ
ゆ
る
「
お
山
詣
り
」

と
言
わ
れ
る
も
の
で
す
。

　

修
験
者
、
法
印
は
長
い
杖
を
つ

き
、
足あ
し

駄だ

を
履
き
、
白
装
束
に
法

螺
貝
を
吹
い
て
先
導
し
た
と
い

う
。
初
詣
り
の
折
は
、
一
週
間
前

か
ら
夕
方
に
な
る
と
水み
ず

垢ご

離り

を
取

り
、
往
路
各
地
の
集
落
で
は
道
路

に
並
ん
だ
村
人
は
、
「
お
行
人
さ

ま
、
銭
ま
か
せ
ー
い
」
と
叫
ぶ
の

で
、
何
が
し
か
の
文
銭
を
功
徳
の

た
め
に
撒
き
銭
を
強
い
ら
れ
ま
し

た
。
こ
の
文
銭
は
、
塩
で
揉
み
、

不
浄
を
払
う
と
と
も
に
、
光
沢
の

あ
る
銭
に
磨
い
た
も
の
で
し
た
。

　

湯
殿
山
詣
り
が
、
こ
の
町
の

人
々
だ
け
で
な
く
、
奥
州
一
円
、

関
東
に
ま
で
拡
大
し
た
の
は
、
享

保
年
間
の
頃
の
よ
う
で
す
。
特

に
、
享
保
１８

年
（
１
７
３
３
年
）

の
丑
年
御ご

縁え
ん

年ね
ん

に
は
、
各
地
か
ら

参
詣
者
が
集
ま
り
、
旱
魃
不
作
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
白
岩
か
ら
奥
の

岩
根
沢
村
、
本
道
寺
村
界
隈
で
は

１０

年
は
寝
て
暮
ら
せ
る
程
の
収
入

が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

（
「
大
井
沢
村
文
書
」
よ
り
）
。

　

ど
れ
ほ
ど
の
人
が
参
詣
に
訪
れ

た
の
か
、
正
確
に
は
わ
か
り
ま
せ

ん
が
、
通
常
の
年
で
３
万
人
、
丑

年
の
御
縁
年
は
１０

万
人
も
あ
っ
た

だ
ろ
う
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
宿
坊
の
こ
と
で
、
雑
魚

寝
は
当
た
り
前
の
こ
と
、
そ
の
食

材
た
る
や
米
、
際
の
も
の
、
漬
物
、

味
噌
、
醤
油
、
器
、
箸
の
類
ま
で

含
め
れ
ば
、
品
数
、
数
量
と
も
莫

大
な
準
備
が
必
要
で
し
た
。

【
用
語
の
説
明
】

行
人
：
修
行
す
る
人
。
行
者
。

法
印
：
山
伏
の
異
称
。

足
駄
：
下
駄
の
一
種
。

水
垢
離
：
神
仏
に
祈
願
す
る
前

に
、
水
を
浴
び
て
身
を
清
め
、
け

が
れ
を
取
り
除
い
て
心
身
を
清
浄

に
す
る
こ
と
。
み
そ
ぎ
。

※
引
用　

中
山
町
史　

中
巻

　

第
１０

章
第
１
節　

庶
民
と
信
仰

　こんにちは。梅雨に入ってじめじめし始めましたね。

７月６日（土）・７日（日）、旧柏倉九左衛門家の前で紅

花まつりが、合わせて７月５日（金）〜７月１５日（月）、

旧柏倉九左衛門家の特別公開も行われました。とは言っ

ても、この原稿を書いている時はまだ行われる前なの

です…。

　今年は国の重要文化財に答申があったという嬉しい

ニュースもありました。ぜひこの機会に、普段は公開

していない柏倉家を中から、紅花と合わせて外から、

両方から見ていただけたらと思い、当日スタッフや事

前準備など、ちょこちょこ協力隊もお手伝いさせてい

ただいておりました。（実はポスターやチラシなんか

も協力隊が作らせていただきました。詳しくはチラシ

を見てね♡）８月１５日号には、これらの様子をお伝え

できると思います。お楽しみに！

私たち地域おこし協力隊です！ No.1５

柏倉家でてるてる坊主

紅花まつりにむけて杭打ち作業

9 元.7.15


